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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

政
策
提
言

委
員
会
の
う
ご
き

追
跡

そ
の
他　

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

政
策
提
言

委
員
会
の
う
ご
き

追
跡

そ
の
他　

質
問
平
成
31
年
度
予
算
は
「
選
択

と
集
中
」「
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
」
の
考
え
の
も
と
編
成
し
た

と
あ
る
が
、
選
択
し
た
事
業
は
何
か
。

答
弁
町
長　

具
体
的
に
は
、
時
代

に
即
し
た
総
合
的
な
福
祉
施

策
の
推
進
に
よ
り
、
地
域
福
祉
計
画

推
進
事
業
を
進
め
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
と
も
に
支
え
合
い
、

と
も
に
助
け
合
う
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　

ま
た
、「
未
来
へ
の
投
資
」
で
は
文

化
セ
ン
タ
ー
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
、

高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち

づ
く
り
事
業
や
新
橋
建
設
促
進
化
事

業
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス

テ
ム
）
推
進
事
業
な
ど
が
あ
る
。

　
「
子
育
て
支
援
」
で
は
民
間
保
育

所
の
誘
致
、
学
校
施
設
を
活
用
し
た

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
、
妊
婦

歯
科
健
診
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
む
。

「
教
育
の
充
実
」
で
は
教
員
の
事
務
作

業
を
補
助
す
る
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
な
ど
を
行
う
。

質
問
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」

し
た
事
業
は
何
か
。

答
弁
町
長　

南
幼
稚
園
と
西
児
童

館
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

統
合
や
移
行
に
よ
り
廃
止
し
た
。
ま

た
、
勤
労
者
友
の
会
へ
の
補
助
金
も

廃
止
し
た
。

　
「
ビ
ル
ド
」
と
し
て
は
、
ゾ
ー
ン
30

導
入
事
業
や
お
で
か
け
ポ
イ
ン
ト
制

度
推
進
事
業
、
空
家
除
却
補
助
事
業

等
、
町
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い

く
事
業
を
念
頭
に
新
規
事
業
を
創
出

し
た
。

児
童
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ

対
策
は

質
問
千
葉
県
野
田
市
で
小
学
４
年

生
の
女
児
が
、
父
親
の
虐
待

に
よ
り
死
亡
す
る
痛
ま
し
い
事
件
が

発
生
し
た
。
本
町
の
児
童
虐
待
予
防

対
策
は
何
か
。

答
弁
町
長　
「
玉
村
町
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
」
に
お

い
て
、
見
守
り
を
行
う
全
て
の
ケ
ー

ス
の
情
報
共
有
及
び
支
援
の
検
討
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
個
別
の
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
支
援
の
検
討

会
議
を
行
っ
て
い
る
。

答
弁
教
育
長　

学
校
で
は
月
１
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
心
理
状
態

を
客
観
的
に
把
握
す
る
た
め
年
２
回

の
Ｑ
Ｕ
検
査
（
心
理
検
査
）
を
行
っ

て
い
る
。　

　

本
町
か
ら
虐
待
に
よ
る
被
害
者
を

絶
対
に
出
さ
な
い
た
め
、
教
育
委
員

会
と
学
校
、
園
、
家
庭
、
地
域
等
が

連
携
・
協
力
を
深
め
、
虐
待
防
止
に

全
力
で
取
り
組
む
。

質
問
町
総
合
計
画
に
は
、「
東
毛

広
域
幹
線
道
路
の
整
備
に

よ
っ
て
沿
道
地
域
に
は
開
発
需
要
が

高
ま
る
。
市
街
化
区
域
の
拡
大
、
工

業
用
地
の
確
保
な
ど
を
進
め
る
」
と

あ
る
。
施
策
の
主
要
事
業
に
掲
げ
た

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

答
弁
町
長　

平
成
26
年
度
に
文
化

セ
ン
タ
ー
周
辺
の
16
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
市
街
化
区
域
に
編
入
し
、

土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
住
宅
団

地
造
成
を
進
め
て
お
り
、
平
成
31
年

度
に
は
す
べ
て
の
区
画
が
引
き
渡
し

で
き
る
予
定
で
あ
る
。

　

平
成
27
年
度
に
は
東
部
工
業
団
地

の
拡
張
と
し
て
、
東
側
6
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
西
側
６
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
市

街
化
区
域
に
編
入
し
て
拡
張
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

の
北
側
を
新
た
な
産
業
団
地
と
し
て

造
成
す
る
計
画
で
、
平
成
32
年
度
に

群
馬
県
が
予
定
し
て
い
る
区
域
区
分

の
定
期
見
直
し
に
向
け
て
、
市
街
化

区
域
編
入
に
必
要
な
手
続
を
進
め
て

い
く
。

ラ
ヂ
オ
な
な
み
へ
の
放
送

業
務
委
託
事
業
の
検
証
を

質
問
広
報
た
ま
む
ら
を
補
完
し
、

地
域
に
密
着
し
た
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
知
ら
せ
、
情
報
発
信

機
能
を
拡
充
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
業
務
委
託
で
あ
る
が
、
広
報
た
ま

む
ら
の
発
行
費
用
が
約
１
０
０
０
万

円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
約
半
分
の

５
０
０
万
円
か
け
て
い
る
。
聞
い
て

い
る
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
。
可

聴
範
囲
、
リ
ス
ナ
ー
の
数
の
把
握
等

を
含
め
費
用
対
効
果
の
検
証
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
弁
町
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

よ
る
と
、
な
な
み
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
方
は
33
・
２
％
で
、
そ

の
う
ち
「
ほ
ぼ
毎
日
」
と
「
週
に
何

度
か
」
聞
く
方
が
１
％
ず
つ
お
り
、２・

２
％
が
「
月
に
何
度
か
」、
28
・
５
％

が
「
年
に
何
度
か
」
聞
く
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
ど
う
判
断
す
る
か
難

し
い
が
、
ほ
か
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
放
送
や
自
治
体
の
委
託
状
況

等
を
調
査
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

な
お
、
新
年
度
の
委
託
料
に
つ
い
て

は
今
年
度
よ
り
減
額
し
て
予
算
計
上

し
て
い
る
。
ま
た
本
年
2
月
に
は
総

務
省
の
認
可
を
い
た
だ
き
、
出
力
を

上
げ
て
可
聴
範
囲
の
拡
大
を
図
る
計

画
で
あ
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

• 

観
光
振
興
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て

• 

平
成
31
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

 町長

市街化区域の拡大を
進めていく

 町長

時代に即す
総合的福祉施策を推進

平成31年度の
予算編成方針は

総合的な土地利用の
推進を

ゾーン30が導入される文化センター周辺ゾーン30が導入される文化センター周辺

ＪＡ玉村支店の隣りで放送中ＪＡ玉村支店の隣りで放送中


